


まな防災展示イベント
「自助」をテーマにキャンプグッズのご提案です。

キャンプグッズは、衣食住のうち「食」と「住」をアシスト
してくれます。いざ災害時に我が家となるテント、寒さを
防いでくれる寝袋、BBQグリルや炭などなど。
まずはキャンプという楽しい目的ありきで、災害や停電
などのまさかの時に役立つグッズを備えてみませんか︖
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　自
然
な
お
い
し
さ
を
追
求
し
て

50
周
年
！

　
の〝
愛
さ
れ
商
品
〞

食品添加物の安全性が問題視されていた1970年代、ハムや
ソーセージには真っ赤な着色がされていました。「添加物はで
きるだけ使わないでほしい」という組合員の声から、発色剤を
使用しない「無塩せき」ハムを1972年に開発。コープの定番商
品として組合員に支持され、2022年4月に50周年を迎えます。

1972年発売、「安全・安心な商品を」 
という組合員の想いを実現❶ ❷

原料肉を調味液に漬け込む「塩せき」工程で、通常使われる亜硝
酸塩などの発色剤を使わない「無塩せき」製法で作っています。
ロース肉の自然な色味や風味を生かし、肉本来のおいしさを追
求。賞味期間が短めなのも、発色剤（保存性を高める作用もあ
る）を使用していない無塩せき製法のためです。

清掃や、品質管理などなど
「無塩せき」製法は手間がかかかります！❸

工場では無塩せき以外の商品も作っているため、工場内の洗浄
を念入りに行い、最もきれいな状態である朝一番のラインで製
造します。原料の選別や管理にも手間がかかる無塩せき製法は、
メーカーのさまざまな努力によって成り立っています。

食感も楽しめる、自慢の厚さ約2㎜♪
実はこんな理由が……❹

自然な色味や風味に加え、ハムの厚みも自慢の一つ。一般的には
1.4㎜程度が多いところ、ＣＯ・ＯＰロースハムは2㎜前後！　か
み応えある食感の良さも、肉のうま味をより引き立てます。実は
これ、お肉の繊維感を残す配合で仕上げているため「これ以上薄
く切れない」という理由なのです。

ＣＯ・ＯＰロースハム
丁寧な商品づくりで安心できるおいしさ♪のPOINT

肉の自然な色味、肉本来の風味を
しっかりと味わえる「無塩せき」製法

日
本
生
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連 

第
一
商
品
本
部 

農
畜
産
部

畜
産
グ
ル
ー
プ  

平ひ
ら

山や
ま 

優ゆ

希き

さ
ん

　食
の
洋
風
化
が
進
ん
だ
１
９
６
０
年
代
以
降
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
発
祥
と
す
る
食
肉
加
工
品
の
ハ
ム

や
ベ
ー
コ
ン
な
ど
が
日
本
で
も
食
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
70
年
代
は
、
食
品
添
加
物
の

安
全
性
が
指
摘
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
添
加
物
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
う
組
合
員
の
声
か
ら
72
年
に
発
売
さ
れ
た

の
が
、
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
ロ
ー
ス
ハ
ム
で
す
。

　そ
の
特
長
は
、
亜
硝
酸
塩
な
ど
の
発
色
剤
を
使
わ

な
い
「
無
塩
せ
き
」
製
法
。
発
色
剤
は
肉
の
色
を
ピ

ン
ク
に
保
ち
、
臭
み
を
抑
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
使
わ

な
い
こ
と
で
自
然
な
色
味
の
、
肉
の
風
味
を
し
っ
か

り
と
感
じ
ら
れ
る
ハ
ム
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

時
々
、
こ
の
商
品
を
初
め
て
利
用
さ
れ
た
組
合
員
さ

ん
か
ら
「
肉
の
色
が
悪
い
」
と
お
申
し
出
が
あ
る
の

で
す
が
、
肉
本
来
の
色
と
風
味
を
生
か
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
50
年
間
愛
さ
れ
続
け
る
定
番
商
品
に
な
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　原
料
の
品
質
が
味
に
直
結
す
る
商
品
で
あ
り
、
無

塩
せ
き
製
法
は
賞
味
期
間
が
短
く
な
る
た
め
、
製
造

現
場
で
は
厳
格
な
品
質
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。肉
の
状
態

を
見
極
め
、少
し
で
も
く
す
み

や
傷
み
が
あ
れ
ば
的
確
に
除

去
。
工
場
内
の
洗
浄
も
念
入

り
に
行
い
ま
す
。

　手
間
の
か
か
る
商
品
づ
く

り
を
丁
寧
に
続
け
て
く
だ
さ

る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
二
人
三

脚
で
、こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の

食
卓
を
支
え
ま
す
。
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品として組合員に支持され、2022年4月に50周年を迎えます。

1972年発売、「安全・安心な商品を」 
という組合員の想いを実現❶ ❷

原料肉を調味液に漬け込む「塩せき」工程で、通常使われる亜硝
酸塩などの発色剤を使わない「無塩せき」製法で作っています。
ロース肉の自然な色味や風味を生かし、肉本来のおいしさを追
求。賞味期間が短めなのも、発色剤（保存性を高める作用もあ
る）を使用していない無塩せき製法のためです。

清掃や、品質管理などなど
「無塩せき」製法は手間がかかかります！❸

工場では無塩せき以外の商品も作っているため、工場内の洗浄
を念入りに行い、最もきれいな状態である朝一番のラインで製
造します。原料の選別や管理にも手間がかかる無塩せき製法は、
メーカーのさまざまな努力によって成り立っています。

食感も楽しめる、自慢の厚さ約2㎜♪
実はこんな理由が……❹

自然な色味や風味に加え、ハムの厚みも自慢の一つ。一般的には
1.4㎜程度が多いところ、ＣＯ・ＯＰロースハムは2㎜前後！　か
み応えある食感の良さも、肉のうま味をより引き立てます。実は
これ、お肉の繊維感を残す配合で仕上げているため「これ以上薄
く切れない」という理由なのです。

ＣＯ・ＯＰロースハム
丁寧な商品づくりで安心できるおいしさ♪のPOINT

肉の自然な色味、肉本来の風味を
しっかりと味わえる「無塩せき」製法
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９
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そ

し
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　そ
の
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亜
硝
酸
塩
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ど
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発
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な
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塩
せ
き
」
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。
発
色
剤
は
肉
の
色
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ピ
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ク
に
保
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を
抑
え
ま
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が
、
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わ

な
い
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色
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の
、
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っ
か
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に
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。

時
々
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さ
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か
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色
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」
と
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で
す
が
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か

ら
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　原
料
の
品
質
が
味
に
直
結
す
る
商
品
で
あ
り
、
無

塩
せ
き
製
法
は
賞
味
期
間
が
短
く
な
る
た
め
、
製
造

現
場
で
は
厳
格
な
品
質
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
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の
状
態

を
見
極
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や
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ば
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間
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る
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人
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で
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れ
か
ら
も
組
合
員
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食
卓
を
支
え
ま
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。




